




要約:昨年度の研究により明らかにされたNICU長期入院児(90日以上)の在宅ケアを目的と

した 1年後の経過をプロスペクテブに追求した。結果は 45 例中 20 例(44%)が退院可能とな

ったのみであった。 

医学的な病状から予測された在宅ケアの可能性をもつ症例も 16例中 9例(49%)のみ在宅ケ

アヘと移行した。 

在宅ケアに対しての家族の反応も多様で、経管栄養の管理は受け入れられても、人工換気

を要する状態では全例受け入れに難色を示した。 

一方、NICU 現場においては、NICU 加算のとれない長期人工換気例が多数収容され、本来の

急性期 NICUの機能をなさない現状もあり、医療収益からしてもきわめて大きな損益となっ

ていることがわかった。そのためにも、在宅ケアの前段階としての、長期人工換気例を収

容する慢性新生児集中治療室(仮称 Chronic NICU)の新設が必要と考えられた。 


